




















































































































































































































































































































21）　濱名　前掲書（註 5）　 p 1
22）　日本学術会議 電気電子工学分野委員会　電気電子工学分野分野の参照基準検討分科会，2015，
『電気電子工学分野大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準　電気電子工
学分野』
23）　同書　p 12
24）　同書　p 13
25）　同書　p 12
26）　学生の入学目的別の類型について，金子は大規模な大学生の意識調査の結果から学生のタイプ
を次の 4に分類している。① 「自分の目標・役割を理解し，それらと大学教育が意図するもの
とが合致している『高同調型』」，② 「目標は決まっているが，その目標と大学で学ぶことは直
接関係ない，それでもいいと思っている『独立型』，③ 「まだ何がやりたいのか分からないから，
とにかく大学の教育を受けながら考えていこうという『受容型』」，④ 「何がやりたいのかよく
分からない，しかも大学で学んでいることと漠然とした自分の希望・目標とが合致していない
『疎外型』」である。そして，調査結果から「受容型」「疎外型」の学生が増加していることを
指摘している。金子元久，2009，「大学の教育力～変革の可能性～」，国立教育政策研究所『第
27回教育研究公開シンポジウム「学士課程教育の構成と体系化」』　p 24
